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１．参加促進部会における検討項目の進捗等について
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■第３回参加促進部会での主なやり取り

➢ 参加促進部会設置後、各検討項目においての議論の経過・到達点を確認し、中間とりまとめ
として、令和５年度以降の各検討項目ごとの取組内容を、工程表（ロードマップ）を作成。

➢ 本年４月の万博推進本部会議にて、今年度の取組みを共有。

■検討項目

(1) ボランティア活動を通じた万博への参加

(2) 大阪の子どもたちの万博会場への無料招待

(3) 大阪の魅力発信に向けたオール大阪による催事参加

(4) 障がい者や高齢者などの催事参加

(5) 万博を契機とした国際交流

(6)  修学旅行など全国からの誘客促進

■第４回参加促進部会での議論のポイント

➢ ロードマップを踏まえた、第３回参加促進部会以降の進捗状況の報告及び当面の取組につい
て情報共有、意見交換



２．ロードマップに基づく進捗状況 (2) 大阪の子どもたちの万博会場への無料招待
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■第３回部会以降の進捗状況

■2023年度の取組み（第２回万博推進本部会議資料より）

夏頃までに無料招待の対象範囲及び実施手法などの事業スキームを決定し、入場券前売り販売までに
公表。併せて、具体的な予約方法や交通手段等について調整を進める。また教育プログラムを活用した事
前学習を推進。

• 博覧会協会や関係部局（府：教育庁・福祉部、市：教育委員会事務局・こども青少年局）と
対象範囲・実施手法などの事務スキームについて協議・調整

2023年度 2024年度 2025年度

対象範囲及び
実施手法案の検討や
博覧会協会との協議

教育プログラムを活用した各学校での事前学習の実施

来場に向けた詳細な手法等について、
博覧会協会・学校等との調整

来場に向けた手続き等 大
阪
・
関
西

万
博
開
催

• 夏頃までに事業スキームを決定し、入場券前売り販売までに公表
• 博覧会協会と入場予約等のスキームや会場内での見学に関する情報の取得等、調整を継続
• 事業実施に向け、予算要求などの準備を進める

制度概要公表 予算要求

■ロードマップを踏まえた当面の取組（予定）



(参考)参加促進部会の設置目的 （2022年8月設置）

⚫ 開催地として、万博を一過性のイベントに終わらせることなく、万博のインパクトやレガシーを最大
限活かし、大阪の成長・発展につなげていくことが不可欠。

⚫ 万博開催までいよいよ1000日を切った中、課題は山積しているが、先延ばしすることなく、府市
の取組みを一気に加速させなければならない。各部局が有する機能をフル稼働させて、主体
的に取り組んでいくことが必要。

⚫ 万博の成功には、世界中から一人でも多くの方々が万博に参加できるよう、国内外から人材
や投資を呼び込む仕組みを作っておくことが重要。

⚫ 子どもから高齢者、障がい者、外国人、自治体、各種団体など、多様な方々が積極的に万博
へ参加できる枠組みを整備し、参加を促すことで、教育や福祉、府内各地域の都市魅力の
向上・発信、国際交流など各部局の所管する施策を推進する絶好の機会とし、大阪の持続
的な成長・発展につなげていく。

⚫ そこで、参加促進部会では、多様な方々の参加促進に向けて、大阪府・市関係部局が主体
的に取り組み、実現すべきものについて、課題への対応や事業化に向け、協議等を行うものと
する。
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■基本的な考え方

■参加促進部会の設置目的



➢ 対象範囲及び実
施手法案の検討

◇子どもの無料招待の
対象範囲及び学校行
事も踏まえた、団体入
場や入場券個別配付
など、実施手法等を検
討。
※過去事例を調査
◇府と府内市町村との
役割分担について検
討（市町村による上
乗せ施策の有無な
ど）

➢ 博覧会協会との
協議

◇入場券制度
◇予約、見学ルートなど

➢ 実施スキームの決定
◇対象範囲及び実施手法
案を参加促進部会で取り
まとめ
◇入場券制度の確定後、
所要額を精査し、事業ス
キームを決定

➢ 来場に向けた詳細
な手法等について、
協会、学校等との調
整

◇予約方法・交通手段
(入場券販売開始後に
校外学習等の仮受付スタート)

◇昼食会場 など

➢ 来場に向けた手続き
等

【校外学習の場合】
◇協会WEBサイトを通
じた入場及びパビリオン
見学等の仮予約

【個別配付の場合】
◇無料入場券コードの
配付

➢ 子どもたちを万
博会場へ無料招
待

◇ 子どもたちが万博会
場で未来社会を
体験

(参考) 2025年度にむけた工程表 (２)大阪の子どもたちの万博会場への無料招待

2022年度 2024年度 2025年度
（万博開催）

2023年度

大阪の持続的な発展の担い手の育成のため、大阪の子どもたちに万博会場で革新的な技術やサービスを
直に体験してもらい、将来に向けた夢と希望を感じてもらえるよう、万博会場への無料招待を実施。

➢ 予算要求
◇入場料相当額や実施に伴う関連経費などの予算要
求を実施（予算の計上時期や債務負担の有無につい
ては今後調整）

➢ 教育プログラム等を活用した事前学習
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